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群（ 0.62%コーヒー群と 1.36%コーヒー群）の 4群に分けた（各群 8匹ずつ、計 32匹）。
ベースライン群は直ちに屠殺し、その他の群は 12週間飼育後に屠殺し、血液、下顎骨、
そして歯周軟組織を採取した。血清中の酸化ストレスの指標としてROSによる代謝産
物の一つである reactive oxygen metabol ites（ ROM）を、抗酸化能の指標として OXY 
adsorbentを測定した。歯槽骨吸収の評価として、第一臼歯のセメント－エナメル境と
歯 槽 骨 頂 間 の 距 離 を 測 定 し た 。 歯 周 軟 組 織中 の 酸化ストレス の評価 と し て 、
8-hydroxydeoxyguanosine（ 8-OHdG）の免疫染色を、抗酸化能の評価として、nuclear factor 




検索した。多群間の比較にはTukey法を、 2群間の比較には Student t検定を用いた。有
意水準は 5%とした。  
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 【結果】  
血清中のROMは、ベースライン群でいずれの群よりも有意に低く（ p = 0.023）、コー
ヒー摂取の 2群では通常食群よりも低い傾向にあったが、有意な差はなかった。一方、
血清中のOXY adsorbentは、 1.36％コーヒー群でいずれの群よりも有意に高かった。歯
周軟組織中の 8-OHdG陽性細胞率は、通常食群でベースライン群よりも有意に高く（ p < 
0.001）、 1.36％コーヒー群では通常食群および 0.62％コーヒー群よりも有意に低かっ
た（ p = 0.001および p = 0.018）。歯槽骨吸収量は、通常食群でベースライン群よりも
有意に大きく（ p < 0.001）、 1.36％コーヒー群では通常食群よりも有意に低かった。
Nrf2核内移行率は、 1.36％コーヒー群で通常食群よりも有意に高かった（ p = 0.008）。
また、 1.36%コーヒー群の歯周軟組織中で通常食群よりも発現量が 2倍以上であった酸
化・抗酸化関連遺伝子として、抗酸化関連遺伝子である Glutamate cysteine ligase、














存在する Nrf2の核内への移行を促す。核内へ移行した Nrf2は Antioxidant responsive 
element（ARE）に作用し、抗酸化物質を放出し、酸化ストレスとそれに伴う骨芽細胞
の機能低下および破骨細胞の活性化を抑制することで歯槽骨吸収の進行を抑制するこ
とがわかっており、本実験においても加齢に伴う歯周組織中の酸化ストレス産生と歯
槽骨吸収の進行を抑制した可能性が考えられる。  
【結論】  
1.36%コーヒー含有飼料を摂取したラットでは、全身血清中の抗酸化能が上昇し、局
所の歯周軟組織の細胞においてもNrf2核内移行が増加することで加齢に伴う歯周組織
中の酸化ストレス産生と歯槽骨吸収が抑制されることが示唆された。  
様式甲－３ 
 
